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Zoom（Web会議）の導入

１）Web会議の比較（少人数で比較的簡易に導入できるアプリを比較）

WEB会議
評
価

会議参加者 料金/月 時間制限
最大

参加人員
暗号
化

データ量
MB/分

備 考

Zoom 〇 アカウント不要
無料 ４０分

１００名 △ 5～10MB
無料版は、サーバ―側のセキュ
リティが課題¥2,000 ２４時間

Skype △

アカウント不要
無料 ４時間

５０名

△

20～36MB

※Meet Now（今すぐ会議）

Skype/MicroSoft
アカウント必要

〇
データ量が大(通信環境が課題)
参加者もアカウント取得が必要¥690 制限なし

MicroSoft
Teams

× アカウント不要 ¥870 制限なし ２５０名 〇 11～13MB 会社としての契約が必要

Google 
Meet

△
Google

アカウント必要

無料 制限なし １００名
〇 5～10MB 参加者もアカウント取得が必要

有料 制限なし １５０名

LINE × アプリ導入必要 無料 制限なし ２００名 △ 5～10MB スマホが主体・アプリ導入必要

Zoomは、会議参加者は、アカウント不要で参加可能
支部役員会・HP委員会・同好会等で、２～３回/月の費用で導入可能
３人以上の時間制限は、無料版は４０分、有料版（Pro）は２４時間 2



Zoom（Web会議）の導入

２）Zoom 有料版 Pro（プロ）の機能・特長

⚫ アカウント不要で、使用可能（無料版でも可）
⚫ チャット機能・ホワイトボード機能・画面共有可能（無料版でも可）
⚫ ブレイクアウトルーム機能（無料版でも可）
※参加者の中からさらに小分けでミーティングをする機能

⚫ ３人以上で利用した際の時間制限は24時間 (無料版は４０分)
⚫ ホスト（会議主催者）を複数（１～９か所）設定可能（ホスト追加で費用増）
⚫ クラウドレコーディングが可能
⚫ ユーザー管理機能

※各ユーザーに「役割」や「アドオン機能」の追加、削除、割当などの管理
⚫ 管理者機能コントロール

※記録の有効化と無効化、暗号化、チャット、通知機能のオンとオフなどの管理
⚫ レポーティング
※ミーティング数、実施日、参加者数、議事録数、操作ログなどが確認可能
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Zoom（Web会議）の導入

３）今後の Zoom（有料版）運用について（案）

⚫ Zoomとの契約は「 Pro（プロ）」契約 2,000円/月・・コロナ禍のみ使用のため
⚫ 参加人員の上限は100名のため、100名以上参加が見込める月は「ビジネス」契約

2,700円/月（参加人員の上限は300名）

⚫ 支部役員会・HP委員会・同好会のオンライン会議で活用
⚫ 会議参加者用の手順書を作成
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⚫ ＨＰ委員会（８月７日予定）より、導入
⚫ 同好会でのホスト設定と活用の促進
⚫ 新入会員歓迎会（９月１２日予定）で活用予定
⚫ １０月以降の契約は、コロナ感染状況を確認し判断

４）導入計画について（案）



Zoom（Web会議）の導入

５）Zoom「会議参加者」手順（例）

1. ホスト（主催者）が送付する「URL」をクリック
2. アプリ未導入の場合、自動的（簡易操作）にインストール
3. 名前が未設定の場合「名前を入力してください」⇒「名前」 ⇒「OK」を押す
4. 「コンピューターでオーディオに参加」を押す
5. 「ミーティングのホストは間もなくミーティングへの参加を許可します、

もうしばらくお待ちください」と表示される
※「ホスト」側で「Zoomへの参加を許可する」ため『許可』を押す

6. 会議に参加

※手順（表示）のパターンは、いくつかある
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